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口頭発表

共生微生物
2024年3月31日(日) 09:00 〜 11:45  A会場 (橘)
 

 

11:15 〜 11:30

マダラケシツブゾウムシ超入れ子型共生系を用いた、植物―昆虫―
共生細菌間相互作用研究

◯土`田 努1、杉本 凌真1、鵜嶋 涼1、佐野 遥太1、荻 陽菜子1、井野 隆一朗1、横道 彩夏1、別所-上原 奏子2、二河
成男3 (1. 富山大学、2. 東北大学、3. 放送大学)
 
虫こぶは、昆虫が植物を形態的・生理的に操作することで形成され、形成昆虫にとって餌場や天敵からのシェル
ターとして機能する“延長された表現型”である。形成機構の解明は様々な分野から注目されているが、操作実験が
困難なことから、機構の多くは未解明である。我々は、「植物に寄生する植物」アメリカネナシカズラに寄生し
て虫瘤を形成する、という極めて興味深い生態をもつマダラケシツブゾウムシを実験室で安定して維持する系を
確立し、研究を進めている。これまでに様々な操作実験を行い、虫こぶ誘導には成虫が関与し、肥大化には幼虫
が関与することを示唆する結果を得た。また、本種ゾウムシの全ての個体には共生細菌Sodalisが存在しているこ
とが明らかとなった。除去実験により、Sodalisはクチクラ硬化やゴール形成にも関与することが示された。この
植物―寄生植物―昆虫―共生細菌から成る“超入れ子型共生系”を対象として、本会では相互作用機構解明に向けた
遺伝子機能解析や共生細菌ゲノム解析等の進捗についても報告したい。


